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HAMAZAKI and others observed comparatively distinct interstitial or interalveolar 
pneumonia, by inoculating an emulsion of tumor-tissue of certain animal tumors, and 

by inoculating the ascites of ascites tumor in the brain of a guinea-pig, after suc-
cessively inoculating the emulsion of the brain in otqer guinea-pigs' brains. They 
identify it is as vival in臼ammationoriginating from this tumor. 

It should first be noted that all these tumors are impedin phenomenon positive 

tumors. 

According to the impedin theoryマ ofDr. ToRIKATA, microbes exist in impedin 

phenomenon positive tissues and most animal tumors and human sarcoma are 

impedin positive while human cancer and benign tumor are negative. 

I re-examined Dr. HAMAZAKI’s experiment in regard to Y osHIDA sarcoma and 
EHRLICH ascites tumor. I obtained almost identical results in regards to the lung, 

that is, in the experiment using Y OEHIDA sarcoma, from around the sixth or the 
seventh generation, as a result of the proliferation of :-,cptal cells and the infiltra-

tion of monocytes, and round cells, in the lung septum swelled and alveolar 
lumina bec~me narrow, and one part disappeared. In addition, in interstitium, 
in the area of the small vessels and bronchiol, accompanying the proliferation of 

mesenchymal cells, monocytcs and round cells and at times eosinophiles infiltrated. 

In addition, the proliferation of the endothelium of blood vessels was also 

observed. 
In the liver in almost every generation, cell-infiltration was observed in intersti-

tium, especially around the bile duct. A slight degeneration of liver cells and slight 

proliferation of stellate cell was observed. 
In EHRLICH ascites tumor from the eighth generation, in the reticulosarcoma of 

human tumor from the third, in osteosarcoma from the sixth, in seminoma from 

the third to sixth generations almost identical lung changes were observed. The liver 
change was generally slight and sporadic. In three cases of breast cancer, in two 

C制esof lipoma, the lung change was not remarkable. 
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It is of interest that, in the case of the impedin positive tumor, the histological 
changes are marked and in the case of impedin negative tumors, changes can民ar-

cely be observed. 

第1章緒 = ;:; 

最近の腫湯学の進歩と共に，腫場組織中に所謂ウイ

ルスが認められて，これが建場性変化の原1 1~ になって

いるだろうと考えられる或種の動物護湯治：認められて

来た．鳥潟教疫の所謂インベヂン学説に依るとp 多く

の可移植性動物騒疹及び人肉腫はインベヂン現象が陽

性で，人癌腫（肝癌を除く）及び人良性腫疹ーは陰性で

あるが，かかるインベヂン現象陽性の腫揚はp 其瞳疹

組織中に微生体の常在している事を示すものである．

近来浜崎等は＇ 2, 3の動物騒湯に就て討究しP いずれ

も動物特にモ 1（，モツト脳内を通過させることによって

分離固定しうる病原性ウイルスを有するこ とを主張

し，而もこれらの病毒は該モルモツトの肺p肝等にウ

イルス性炎症像を起すと述べている．而してこれらの

麗携がいずれもインベヂン現象が強陽性である事実と

併せ考えると甚だ興味ある事実である．私は今主主にか

》る1,2の動物腫疹に就て追試実験を行＇,, "!Jiに政問

の人種蕩例に就て同様の実験討究を試みた．

第2章実験材料及び実験方法

実験材料

1) 動物種場としては吉田肉腫及びエーヰリツヒ腹

-7.K癌．その磁株は武問薬品工業株式会社研究室より分
譲された．

2) 人種疹組織は全て本数右手術場で採取したも

の

3) 試獣は市販モルモツト p 体重約300～350gのも
;') 

実験方法

上記の動物騒磁の充分多数の腫疹細胞の認められる

腹水を，そのま、約O.lccモルモツト脳内こ接種し3

この接種後7日開に該モルモツトを放血死させて無菌

的に脳を採出し， 腹水接種側の大脳半球をl汚砕，その

生理的食塩水のJO倍稀釈乳剤を作り p 約2500回転で 5

分間遠沈しp その上iを波市；JO.lccをモルモツト脳内に

注入する．以下7乃至10日目毎に同様操作によりl時役，

その脳乳剤上澄液を次代モルモツト脳内に接種累代し

Tこ．

人腫場例でlふ無菌的に£1'：取した！屋場組織を磨砕

しP その lgに対して生理的食塩水 JOccの割合に加

えて稀釈乳剤を作りp その遠沈上澄液約O.lccをモル

モツト脳内に接種しp 以後7乃至10日回毎に同様操作

によりp 累代した．各代はいずれもモルモツト 3匹を

以て一群となした．組織標本はホル7 リン固定p ハラ

フィン包埋， H.-E.染色で釘；i'!'.

以下主として所見陽性のものに就てのみ記述する．

第3章吉田肉腫を以ての実験

実験成績

A. 臨床所見

第 If~に於ては接種後 3. 4日目頃梢々立毛を認内

元気を失って熔湯したりするがp 死亡例はなかった．

第2代以後は殆ど目立つ所見はなし体重も増加する

ものが多い．

B.組織所見

第 1代肺： No.2では肺胞壁の肥厚を全般に軽度

に認めp 実質内特に肺葉周辺：：1；に大単核球p 円形細胞

の境界明かな結節性惨潤があって，これに接する実質

は中隔細胞の増殖が著しい．気管支壁周囲には，間葉

性細胞が軽度に増殖しP 単懐球， 小円形細胞が古島潤性

にとりかこんでいる．併し ト＼o.1, 3では変化IH!1)'1て

軽微であった．肝：小花内に細胞の小壊死巣があっ

て3 星細胞が税度に泊殖してし、斗．また胆管周回に軽

度の円形細胞濠潤を認める（No・I,2). 

第2代肺：軽度乍らや与ピマン性に肺胞壁肥厚と

単核球惨潤を認め，間質の細胞主主i閣も軽度である INo・
41.肝：肝細胞の変性を特に小業周辺部；にd、ょうp 昼細

！日はピマン「！こに僅に騎殖している（＇＼ o・l,(il.

第3代 肺：肺f＇リ：，1,1こ近い実質に肺胞壁の軽い肥厚

があり（No・／）， !'¥n. 8, 9では気麗を認めら．肝．星

細胞が所々小結節状iこ1／＇.り 3肝細胞変性と単核球渉潤

が軽度にみられる（No.7, 8), 

第4代肺：肺胞中隔細胞の増殖，単核球の診潤が

みられ，肺胞監は肥厚して姉砲腔は極めて狭小となっ

ていら．肺葉周辺の実質に結節性の細胞渉潤があり

(No・10），細気管支p 小血管を閉んで単核球診i闘があ
る（て0・10,12）.肺 ：1旦管周囲に極めて軽〈細胞渉潤

がある（：＼仏 1m.
第5代肺： i¥o・15の肺薬周辺部に小血管を中心と
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第11代肺：肺抱壁の肥J'J[.，間質の細胞濠溜等粁凌
である．肝：肝細胞が梢々萎縮を示している I¥:o・

麗場組織乳剤のモルモット脳通過時の反応に就て

（吉田肉腫例）

肝
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してlji.侠IJ, リンパ球等が梢々結節性に1J<ofc'lL.,，この

周閥の肺)J11,f-'i土肥！享しているがp 他例では変化にこし

い（No・13,14）.肝：小業内に小裏死巣がありp f基に

円形細胞がl参潤している．阻管上＆＇..の軽い J首殖がある

(No・15).

第6代肺：間質特に小Jill.管，細気管支の周囲を円

形佃胞及ぴ間；！業性細砲の集僚がとり囲みp 実質には相

当広範囲に間葉注細胞の増咽， J単4亥球，好酸球の詰参1潤
を認め，－，＇； jlの肺胞腔は著明に狭小となっている（No・

16, 17, 18）.肝：ゲリソン氏鞘1寸に胆管周Jllに円形細

胞が認、められる（に口.16). 腎：ボーマン氏漢の周聞

に単核球，小円形細胞が認められる（＇＼ o.17). 

第7代肝：ピマン性にい（）.20, 21），或は間質に

速る実質に強く（＼in.19），中隔細胞増殖と遊走細胞惨

i閏がありp 肺担壁は強く肥厚している．又結節性に大

小の円形細胞惨潤を認めいロ.19. 21），細気管支p 小

u'l ~j'H;;Jこ開業性細胞と 1j1.伎J.＇）；リ円形細胞の集積がある

('¥n・19.20）.肝：所見に乏しい．

第8代肺：小！血管p 細川管支の周聞に間業性細

胞，単核球p 小紋）） リンパ球の集怖がありp これらの

血管笠はlj巴lソ：して内陸が閉,frjに近いものぷある．肺砲

壁の肥厚が強く，開業性細胞と共にij1.t主Ikを認めp 変

化の強い；＇； j；分でl羽市j’」IJ'＇以ま消’1とうとは僅に＂W-している
にすぎない（'¥n. 23, 24）.また比較的境界の鋭利な大

小円形細胞の結節を認める（＇＼ n.22）.肝：星細胞が軽

度に増殖しp 所々小結節を作っている．間質に円形細

胞の法i習が軽度にある（＼：o.22). 

第9tt 肺：実質特に肺張周辺河に中隔細胞の著し

い増殖とp 単侠球，円形細胞のゑii\\j;)~ あり p 所々これ

ら惨潤細胞は境界の明かな結節を作っている．肺胞腔

は閉鎖又はそれに近く（に0・25,27），小血管壁は肥厚

しp 気管支内陸に腫大した脱落上皮細砲と共に円形細

胞を認める（No.25 I.肝：肝細胞に軽度の変性を認め

る（＇.Jo.26）.腎：；主部細尿管壁に単核球渉潤を散見す
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第IO代肺：肺胞壁の肥厚が著ししために一部で

は充実化して無気伏を呈している（＇＼ o・29,30）.また

肺薬周辺部に単核球p 円形細胞の結節性集団があり

(7¥n. 28, 29），小血道には内皮細胞の増殖を認めるが，

周回の細胞法i閏は比目的iii~度である．肝：小葉内に小

壊死巣と円形細胞漆潤があり，また小業司辺部；に小山

血斑p 肝細胞の変性を認める（No.28). 
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331. 

第12代肺：ピマン性に強い中隔細胞の増殖と単核

球法1閣を認めp 肺胞腔は著しく狭小となっている所ぷ

あ；s.気管支壁をとり囲んで間業性細胞が増殖しP 月主
核球p リンパ球等の話事潤がある Ii¥o・31,35 I.肝：実

質内に小壊死巣があり p 星細胞は梢々i曽列車している．

以上の所見を表示すると .？［~ 1表の如くであ0.

第4章ヱールリツヒ腹水癌を以ての実験

実験成績

A. 臨床所見

第1代では接種後三，3日梢マ興奮状態を示すがp 特

に著明なものはない．第2代以後では目立った所見は

なし体重は寧ろ増量を示すものが多い．

B. 組織所見

第 1 代肺：一般に変化に乏しいぶ ~i\o・ l. 3），時

に1肺佐に於て限肘性に肺胞壁の肥厚と lji.陵lL リン

パ球が散在し，所々これが結節性に集積している．ま

た小血管p 細気管支周囲を遊走細胞がとりまいている

(l¥'o. 2）.肝：胆管周!Jillこ小数の単核球を認める（'lo・

1, 3). 

第2代肺：肺胞監の肥厚はピマン性に軽度であ

り， X管支内陸に上皮細胞と共に単核球，好中球，リ

ンベ球等を認める I¥o・5）.肝：胆管周囲に軽度の細

胞惨潤を認め（てo.4），小葉内星細胞が所々小結節を

作っている（＼o.』， 5).

第3代肺・肺胞壁の肥厚をピマン性に軽度乃至中

等度に認めy 一部の肺胞腔は著しく狭められている

(¥o. 9, 8）.また単核球，リンパ球と共に僅か乍ら好中

球を認めるものがあり（i¥'o.7），気管支内に脱落上皮

細胞と共に円形細胞，好中球等を認める（No.7). 

第4代肺．一部に軽度の肺胞E剖巴厚を認めるのみ

一二，全般に所見に乏しい．肝：小葉内に肝細胞の小壊

死巣があり，星細胞は僅に増殖しているいo.10). 

第5代肺：一般に所見に乏しいもの（No.13），欝

血と漏出性の出血を認め姉胞壁肥厚軽度のみのもの

（に0・14）のttn，肺葉周辺部に限局性に強い中隔細胞の

増殖と単核球の惨i聞を認めp 肺胞腔が殆ど閉鎖しp 細

気管支，小血管をとり囲んで問葉性細胞yヰi絞I求，小

円形車問胞の集積を認めるものがある（No・15l.肝：小

業内にノj,f宏司巣があり p 司1核球p 小数の好中球；：散在

している（父0・13）.腎：細尿管壁に単核球を認める

C¥o・13).

第6代肺：気管支及び血管の周囲にp 時にはこれ

を全く翰状にとり囲んで単核球p リンハ球，間薬性細

胞の集積がある（No・16,18). t¥n・17は気唾状を去し

ていた．肝：星細胞が僅に｝曽殖しており（No・16！，間

質特に胆管周囲には間楽性細胞の櫓殖と単球漆潤があ

る（No・17,18）.腎：皮質の小血管周囲に所々単後球

がみられる（No.18). 

第7代肺：細I気管支，小血管を中心として，肺葉

周辺部に著しい中隔細胞の楢殖と遊走細胞の濠i間以あ

IJ P 肺胞~はその一部が残存しているに過ぎない I '¥o. 

20, 21). また姉門lいこ近い気管支周囲に開業性細胞と

大小の円形細胞が集積しP その変化は周辺実質に及ん

でいる（No・19）.肝：肝細胞に変性を認めるものがあ

り，単核球が散在するい（）.21, 20). 

第8代肺：梢々限局性に肺胞壁が肥厚しP 単核

］~＼，リンパ球が漆潤している．そして変化の強い部で

は肺胞腔は消失に近い観を呈しており，小血管壁は肥

厚している父0・22,23, 24）.肝：著しい変化を認めな

い．腎：ポ←7ン氏嚢血管極部附近又は主部細尿管壁

にlji.十あわリンパ球が散在している Ii¥'o. 22, 24). 

第 9ti: 肺：各例とも極めて強し、変化を示してい

る．即ち肺葉全両’iiiこ（No.26, 27），或：士肺葉周辺部に

広範聞に亘って（No.25），肺胞隆は消失するか或は僅

に残存しているに過ぎない．中隔細胞の増殖と共に単

核球p 小円形細胞が濠潤しP 所々それが結節性に集積

している．細気管支や血管周囲にも大小の円形細胞や

間葉性細胞が集積し，また一部の小気管支内には腫大

した上皮細胞と共にリンパ球，好中球が認められP小

血管壁は肥厚している．肝：グリソン氏鞘に軽度の結

締織の噌殖と単核球p 円形細胞の惨溜;Q＞認められp特

に胆管周囲に多い（＇＼； o・26）.腎：ボーマン氏嚢司囲に

細胞濠潤がある~！＼n. 25). 

第10代肺：変化ば第9代よりはp 各例とも多少軽

度であるがp ピマン性に広範囲に豆り中隔細胞が増殖

しy 肺胞腔は狭められ（No・28），一部では充実して閉

鎖に近い t1¥!n・30'1.叉結節性に単核球や形質細胞等地：

i民トJjしている（"Jo.28. 30）.間賞の細胞漆潤は軽度で

ある．肝：一般に変化少し間質に極く ・L・以内i司形細

胞惨j聞を認める l_:¥O・30）.腎：ポーマン氏嚢周囲に単

核球を認める（!¥o. 29, 30). 

第11代肺：肺胞壁ボピマン性に肥厚しているがy

一般に軽度である．単核球が散在している．肝：所見

は乏しい．

第12代肺：略々第1lf（と同様に軽度の肺胞墜ijl11,,手

がピマン性に拡っている（＼o.34, 35). 
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第1節

実験成績

A. 臨庶所見

な·~ I代は粉々元気を失うものがあるが3 一般に目立

つ所見は似し休重も多少増加の傾向をづ：T,oJ-.

B. 組織所見

治 l代肺：単核球，好酸球の法j関と肺胞笠の肥厚

別相がある．か》る変化l土ピマン性に相当強いもの

(C¥o.3），全体的に軽度でp 限局性に強い変化を呈し

て，肺胞肢が閉鎖するほどになっているもの（No・1)

と色々である．気管支内陸には1司法崎大した上皮細胞
と，好酸球p 円形細胞を，また細気管支及び小血管壁

には少数の単核琢を認める I!'<o. 3）.肝：小葉内に肝

細胞の小壊死巣と星細胞の属大を認め，グリゾン氏鞠

内に円形細胞を他に認める（：＼o.I, 2 I.腎：ポーマン

氏褒周図にijl.十五球を認め弓（No・2〕．

第 2代目市： ~H rnl'l'U 二 1'!f.に肺葉周辺部や間質周辺の

寸：・mこ強L、変化ボ認_i'ir，れるが，全般には梢々f限度と
いってよい．少数の好酸対が現れている．また気管支

周聞には(ji.tをff:と共に間業性細胞が｝曽殖している（l'!o・

1, 5, 6），更に気管支内陸には上皮細胞p 好中球p 好酸

球p 円形細胞等を認める（No.5）.肝：間質に大単核

球が結節状に認められ，これに援する実質肝細胞は変

性に陥りp 星細胞は梢々ピマン性に増殖している．

I !'¥o・6).

第3代肺：中隔細胞の増殖と好酸球を含む細胞漆

i閣があってp 一部の肺胞腔は著し〈狭小となりp 小血

管壁は内皮細胞が増殖して肥厚している（No.7）. ま

た気管支内には変性腫大した上皮細胞3 単核Eま，好酸

球を認め （i'¥o.9），更に細気管支及び小血管周囲を大

小の円形細胞P 少数の好酸球p 間業性細胞が集積して

とり囲んでいる．肝：胆管周囲に少数の単核球を認め

る I!'¥o. 7, 8）.腎：細尿管壁に単核球p 好酸Eまを認め
る（No.8). 

第 4代肺：ピマン性に肺胞監が肥厚していてP 特

に肺葉周辺にlj＇：て強い｛父o.10）.また肺胞墜に漏出性

出血を認める．間質に於ける細胞穆潤は著明でない

が，血管壁の肥厚を示すものがある川o.10. 11）.肝：

ゲリソン氏鞘内に単核球が少数認められる 1'¥o.11). 

腎・ボーマンJ＼：袋店に削伐球を認めp 軽度の間楽性細

胞の増殖がある （ト＼o・12), 

第5代肺：広範囲に肺胞壁の肥厚を認めp

人の悪性腫型携を以ての実験

絹状織細胞肉陸を以ての実験

第5章
以上の所見を｝之主すると第2表のようである．
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球p リンパ球， l1f般fまちーのi参；；iJがありp 姉業周辺部や

間質周辺の特に変化の強し、；＇；｛：分では肺胞峰は殆ど閉鎖

に近い状態を示していて l， ~o・ 13），そして所々に単核
球，円形細胞の結節性集団がある（No・15）.また気管

支内陸には変性上皮細胞と遊走細胞がありp 小血管壁

は肥厚している（No・15）.肝：胆管周聞に単涼穆潤が

ある（：＼n.14). 

第6代肺：肺胞中隔の増殖性肥厚と少数の好酸I求

を含む細胞惨i!i）によって肺胞経には消央に近い状態の

部分がありい0・11.18），小血管及び気管支援をp 大

小の円形細胞や幼若な間業性細胞が給状にとり まい

てp 血管内皮も梢々増殖している．肝：昼細胞が尚々

屋大して所々結節状に集っている（No.161.又間質に

細胞首長i閏があ，L
第Ht肺：間業性細胞の増殖と遊走細胞の法潤に

よって相当広範阿！こ肺胞腔が消失し，無気状を呈して

いる い0・19,21 ）.好酸球j渉i問は少ない．主主存肺胞佐
に出血を認めるいo.21）.肝：胆管周聞に パo.19, 

211，腎：ボーマン氏褒笠に（メ0・19,21）， 間楽性細胞

の増殖があ弓．

第B代 肺：中隔細胞の猶殖や長f河電球p 単核E求の漆

i周があって，変化の強い部では肺胞怪lよ僅に残存・して

いるにす宮ない（＇＼ o.24）.間質細胞i会潤と共に，小血

管内皮の増殖を認め，内陸は著しく狭小となっている

(¥n・22）.肝：間質に単侠球のj会i周と程度の結締織の
増殖がある．星細胞は粉々増殖している（尚.22, 23). 

第9代肺：肺胞壁の肥厚や遊走細胞の法潤は共に

軽度である．肝：間質に単核球，リ ンパ球がt際く法潤

している．星細胞も僅に増殖している （l¥lo・25,27 ). 

腎：ボーマン氏褒周囲に単球惨潤がある（No・27).

第10代肺：姉胞壁の肥厚を認めp 変化は肺葉周辺

部及び間質周辺lこ強く p 一部分では充実化して無気状

を呈している （i'¥n・28）.また細気管支及び小血管壁を

開業性細胞， 単核球p小円形細胞の集積が翰状にとり

囲んでいる．肝：変化に乏しい．

以上の所見を表示すると第3表のようである．

第2節骨細胞肉逼を以ての実験

実験成績

A. 臨床所見

特に著しい所見はない．体重も一般に増加の傾向を

示すものが多い．

B. 組織所見

第 1代肺： l'¥o・1ではp 肺門部に近い気管支周囲

から肺梁周辺ぷ；にかけて模状に＼：HMして強い中隔細胞

第3表 （網状織細胞肉腫）
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増殖と税11112珍；1iJ：がみられる．肝3 腎には著しい変化を

認めない．

第2代肺：ピマン性に姉胞壁の肥厚と単核球を中

等度及至軽度に認める （＇.＼o・4）.一小部では肺胞殴は

著しく狭くなっていて（No・5），車田j気管支墜に間業性

細胞と円形細胞の集積がある．肝：時に肝細胞の小壊

死mを認める．
第3代肺：ピマン性lこ，特に肺葉周辺部に強く肺

胞壁の増殖性肥厚があってp 一ぶでは肺胞隆は殆ど泊



腫場組織乳剤のモルモット脳通過時の反応に就て

失に近い状態を示している（f¥:o.7, 8）.間質の変化は

軽度である．肝：所見に乏しい．

第4代脈：肺胞墜にピマン性の変化を認めるがp

一般に軽度である．特に間質の変化は殆ど認めない

〔No・11）.肝：胞管周囲に単核球を認める（No・JOJ. 

第5代肺：ピマン性に中隔細胞の増殖を認め，特

にそれは肺葉周辺部に強く，斗1核球p リンパ球の主義潤

を認める．また細気管支周囲に単核球，小円形細胞の

診潤が相当強く認められる（No・13,15）.肝：著しい

変化を認めない守

第6代肺：肺胞壁の肥厚及び遊走細胞の法潤は全

般的に強く，一部の肺胞腔は消失している（No・16J.

細気管支及び小血管壁にはp これを鞘状にとり聞んで

単侠球，小円形細胞の法潤と共に間業性細胞の軽度の

増殖を認める（Ko・16,17 J. 

第7代肺：’E町，間質共に変化は極めて強く p 肺

胞壁は増殖性の肥厚と，単核球p小円形細胞の惨潤によ

りp 充実化して無気状を呈する部分が相当広いー細気

管支及び小血管をとりまく大小の円形細胞と開業性細

胞の集積がある．一部の小血管壁は肥厚している（No・

19, 20, 21). 

第8代肺：前代のに0・19と略々同様の所見がみ

られp 肺胞壁に於ける増殖性の変化は寧ろより強度で

無気状の部分が相当広い（No・22）.肝：間質特に胆管

周囲に大単核球漆潤と軽度の胆管上皮の増殖がある

(No.22, 24）.腎：皮質の細尿管壁に大単核球が散在し

ている（No・22,2-1 ). 

第9代肺：ピマン性に肺胞壁の肥厚を認め，遊走

細胞濠潤を認める．また一部の肺胞隆内に出血を認め

る．小血管壁は梢々肥厚し，細気管支をとりまく大単

核球等の集積がある（No・25,26）.肝：胆管周囲に少

数の単核涼と，小業内に星細胞の小結節状の集合を認

める（No.26). 

第IO代肺：肺胞壁の肥厚はピマン性に認めるが，

限局性に肺葉周辺部に強い中隔細胞の場殖と遊走細胞

の法潤を認めるものがある（No・29）.気管支壁にはp

一部は結節性にp 或は鞘状にこれをとり囲んで，間業

性細胞と単核球p 小円形細胞等の集積が認められる

(No. 29, 30）.肝：一般に所見に乏しいがp 稀に肝細

胞の変性を認めるものがある（No.30). 

以上の所見を表示すると第4表のようである．

第3節精虫麗を以ての実験

実験成績

A. 臨床所見

接種後2,3日に多少元気を失うものがあるがp 一般

1873 
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に所見なし体重も増加するものが多い．

B. 組織所見

第 1代肺：肺胞壁の肥厚を極めて軽微に認めるほ

かp 気管支周囲に単核球の惨濁を僅に認める（父0・1).

肝：胆管及び門脈周囲に少数の単核球p 円形細胞があ

る（！＼o・］， 2 I. 

第2代肺：肺葉周辺部に肺胞壁の増殖性肥厚と大

単核球の漆潤があって，またこの部に出血を認める

がpそのために肺胞膝は狭小となっている（No・5）.気
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管支内陸には遊走細胞を認めp 上皮細胞は浮腫状に腫

大している．気管支壁周囲には大小の円形細胞が多数

認められる I'¥o・5,6）.肝：星細胞はl曽殖しP 所々小

結節を作っている．また門脈周囲に単核球と共に好酸

球を少数認める I'¥o・5,6). 

第3代肺：間質にljミける変化は強くないが，一部

の小血管壁は梢守肥厚していてp 実質ではピマン性に

中隔細胞が腫大増殖し，且つ遊走細胞の法潤によって

肺胞壁が肥厚しているのが認められる．少数の好酸球

が出現しており y また所々大単核球p 円形細胞が結節

性に集っている r'¥o・7I.肝：単核球を認め（ 0:0・7),

星細胞の小結節を認める（て0・8）.腎：主部及び係筋

部の細尿管壁に間業性細胞と単後球を認める（:¥o. 7). 

第4代肺：肺胞竪l土ピマン性に中勺rrrに肥厚しP
単骸球と共に少数の好酸Prポ認、められる．間質には細

胞法1閏は殆ど認められないが，小血管！珪が多少肥厚し
ている（No・11,12）.肝胆管上皮細胞は梢マ場殖し

ている．

第5代肺：肺胞壁の肥厚は相当強度でp 肺胞腔は

充実し，無気状の部分がある．少数の好酸球を認め

る．細気管支及び小血管周囲には大小の円形細胞ぶ翰

状にとり囲んでいる（ミ0・13,11 I. 

第6代肺：略々前代：＼o・13のように，ピマン性

の防胞監の肥厚と細胞法i閏を認めy 間質にも気管支及

び血管をとり囲んで濠潤がある（て0・16,18〕．肝：所

見に乏しい．

第7代肺：肺泡墜の肥予：土ピマン性に認められる

が軽度である．また間質の変化も極めて軽度に過ぎな

い．肝：胆管周囲に単後球の診j閣を認めp また小葉周

辺部では肝細胞の変性が認められる I:¥o・19,20 I. 

第B代肺：中隔細胞の増殖は全般に軽度，単核

球，小円形細胞と共に！1J-般［主メ認められ，間質に fj~＇け

る変化も全般的にみて軽度である．肝：所見に之し

1874 

＋
＋
÷
 

A. 臨床所見

引般に比しい所見を認めない．体重も増加の傾向を

示した．

B 組織所見

第 l代 肺：紛l気管支壁に軽度の単核球p リンパ球

の渉i閣を認めるほかに著変はない．肝．殆ど変化を認

めない I'¥o.], ~. 31 

第 2t~ l市：肺胞壁に中隔細胞の軽度の増殖を認め

('¥o・5），気管支壁周囲に大小の円形細胞を認める．

x 
し＼

第9代肺：気運状を呈するパ0・25）.肝：星細胞

I~ fj'j々 1重大しp所々集って小結節伏を呈するI'¥o・26).

第10代肺・中｜漏細胞の噌殖，肺胞愛の肥厚があ

る．漏出性の出血を一部に認める INo. 28, 29）.肋膜

は肥厚しp 被蓋細胞は椅々増殖している（1¥io・29).

肝星細胞が梢々増殖している（No・28）ほかにp 胆

管周囲に単核球渉j闘がある．

以上の所見を表示すると第5表のようである．

第4節手Ll菖症例，1Jを以ての実験

実験成漬



腫場組織乳剤のモルモット脳通過時の反応に就て

第3代肺，肝，腎等何れも所見に乏しい．

第4代肺： O.:o・11では肺葉周辺部肋膜下に限局

性に結合繊細胞のJ曽姐がありp 肺砲壁は肥厚して肺胞

Eさは著しく狭小となっている．肝：間質内に間業性細

胞が経度に場殖している（:-¥o. 10, 11). 

第5代肺： ！気管支及び血管壁に好中球p 大単核

球，リンパE求の渉潤を軽度に認める（No・13,14). 

第6代肺： No・17では肺葉周辺部に相当強く肺

胞壁が肥厚しており3 また単核球と小円形細胞の散在

があり，また渉j閏細胞が結節状に集っている．他の例

では間質に筏く軽度の細胞渉潤を認める他に所見に乏

しい（No・16,18）.肝：胆管周囲にφ数の円形細胞が

認めらjLる（No・17).

第8代肺： 1'¥o.22では肺葉周辺市の一部に限局

性に相当著明な肺胞侠の肥！享がありp この部の細気管

支ii？には単核球渉潤が認められる. 1':o・23では肺胞壁

の肥i手が；極めて軽度乍ら，梢々ピマン性に認められ

る．肝：実質内に小壊死巣と星細胞が檎々楢殖してい

る ＜:¥o. 2:2, 23). 

第9代肺：間質に少数の細胞惨潤を認める（ぺ0・25,

27). 

第10代肝：軽度の実質変性が認められる（No・29).

以上の所見を表示すると第6表のようである．

第5節手L癌症例（IJ）を以ての実験

実験成績

A 臨床所見

特に目立つ所見はない．｛ド重は』曽加の傾向を示す．

B 組織所見

第 l代肺：略々ピマン性に姉胞監の肥厚があり，

一部の肺抱~は狭小となっている（No. 1）.また変化

が肺業周辺部に限局している（No.2). 

第2代肺：一部の細気管支壁に単核球，小円形細

胞の惨潤が認められ，これらに接する周辺実質に，単

核球等の惨潤と姉胞壁の噌殖性肥厚が軽度に認められ

る（¥lo・5）.肝：間質に大単核球の渉潤と，小業内に

星細胞の腫大及び櫓殖が認められる（i'¥o.5). 

第3代肺：籾1気管支及び小血管周関に細胞漆潤を

僅に認め，また多少とも肺胞壁が肥厚している川0・81.

第4代肺： Ko・8より更に変化は軽度である（No・

10). 

第5代肺：実質内の所々に単骸球，小円形細胞の

結節がある．気管支壁に略々結節状に円形細胞i告~i:N :;>

ある（ト＼o・13,14). 

第6代肺：肺門部に近い間質及びそれに援する周
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辺実質lこp 間業性細胞の増殖と単核球，好中球，リ、ン

パ球等の法i図がある ！No. 17, 18). l 

第 7代姉：飾業周辺部に限局して姉胞壁の肥厚を

認め（No・19,20），間賞には少数の細胞漆潤を認める

(No・19,21）.肝：胆管周囲に単核球が僅に存在する

(Ko・20).． 
第‘8代肺：＇＼ o.22 に梢々ピマンt!

壁肥厚と遊走細胞があ芯．

第9代 肝：小業内に肝細胞の小壊死巣と細胞主義潤
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を認める（No.25J. 

以上の所見は略々第7表のようである．

第7表 （乳癌症例H)
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第6節手LI葺症例 IHIjを以ての実験

実験成績

A 臨床所見

接麗後元気を失うものもあるがp 一般に著しい所見

を認めずg 体重も増加の傾向がある

B 組織所見

第I代姉：軽度の肺胞壁の肥厚を間質周辺に認め

る（No・2).

第2代肺：肺門部に近い間質に単核武少数の好
酸味，リ／パ球等の法、聞を認めp これに援iる周辺の

実質にも肺胞壁の肥厚と細胞法潤を認める INo・4,51・

気管支粘膜層にもj参ilm;J>rえんで，上皮細胞は腫大しy内

陸に脱落した上皮細胞と共に白血球がある．肝：星細

胞が所々小結節状をなしP また少数の好酸球等が散在

していて（No・4），附近の肝細胞は変性を示している．

第3代肺：間貨の細胞濠j闘を僅に認める I¥in・7,

8）.肝：門脈周囲に少数の単核球を認める（No・81.

第4代肺：気管支及び血管をとりまいてp単核

球p 小円形細胞の漆潤があるがp 変化はそれに接する

周辺の実質にも及びp肺胞壁は肥厚している（No・10).

併し No・11ではこの所見が極めて軽度である．

第 5ft肺：気管支周囲に僅に細胞法潤を認める
( ¥io・12). 

第 6代肺：気管支周囲を大単核球等がとり囲みp

実質の肺胞壁の肥j事も梢々ピマン性に認めるがp 比較

的軽度である 11¥:0. 15, !GJ.肝 ：実質に小壊死巣を認

めp 軽度の細胞濠1習を伴っている~＼／o. 15). 

第 7tt 肺： No・ 19 で肺葉周辺；~Iiに~H局性に中等

度の肺胞笠目印Eーを認めp ヰt核球，小円形細胞，少数の

好酸球が主主潤している．

第8代肺：肺胞笠肥厚は極めて軽度p 気管支壁に

細胞惨j間が軽度にある（i':o・21）.肝：胆管周囲に円形

細胞が認められる（No・23).

第9代肺：軽度の気腫状を呈しP 間質に結節性に

円形細胞拳j闘がある （¥:o・ 26）.肝：組管周囲に単核

球，円形細胞がある．

以上の所見は略々第8表のようである．

第6章人の良性腫療を以ての実験’

第1節脂肪盤症例（I）を以ての実験

実験成績

A 臨床所見

梢々元気を失うものがあるが，著しい所見はみられ

ない．

B 組織所見

第 I代肺：軽度乍らピマン性に肺胞壁の肥厚を認

め，また気管支周囲に単核球，リンパ球が認められ

る． I t¥o・l,2）.腎：皮質の細尿管壁に単核涼を認め

る（No・2).

第2代肺：肺葉周辺部の肋膜下に，限fiコ性に相当

著明な櫓殖性肥厚と少数の遊走細胞を認める．また気

管支壁に時五核球p リンパ球のほか好酸球が認められ

る（＇＼ o・4).

第3代肺：気管支，血管壁及びその周辺の実質に
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第8表 （乳癌症例JI[)

l ~ I 
__ l~I_ - 1 

肺 肝

＋ 

II 

m出 ~ ． 

IV 

10 

11 

＋ 

」ー

v 

VI 

ー

o
o
n
y
n
u
 

l

l

2

 

Vil * 
’l
η

L

q

J

一
an宮

F
b

pり

つ
’u
n
L

ヮ
“
一
つ
臼
ワ
’旬
。
ι

四

＋ 

→一

lX_ 

細胞溶i閏と開業性細胞増殖があり，一部の肺胞睦に出

血が認められる <No・8）.肝：星細胞が粉々腫大しF

好酸球がある（No.8, 9). 

第4代肺：ピマン性に軽度の肺胞壁肥厚と出血が

ある <No・10,11). 

第5代肺：肺門部に近い間質に単核球p 円形細胞

の法潤と，この周辺の中南細胞の増殖がある（No・14).

第6代肺：間質に細胞濠潤を認める（No・17).

肝：門脈及び胆管周闘に単核球が少数存在する（No・

16). 

第7代肺：ピマン性に或は梢々限局して肺胞壁の

肥！享を極〈軽度乍ら認める． 腎：皮質細尿管壁に間業

性細胞の増殖が｛筆に認められる iNo・20l.

1877 

第8代肺：限局性の肺胞壁肥厚があり，この部の

小血管及び細気管支の周囲に単核球の穆潤がある（No・

23). 

第9代肺： ；気管支内陸に腫大した上皮細胞と円形

細胞を少数認めp 粘膜層にも穆潤細胞と上皮のE重大及

び変性を認める．これらの気管支周囲には単核球や好

酸球の濠i悶がある．一部はその周辺に及んで肺胞壁は

肥厚している （No.25）.肝：間質に単核球を僅に認め

る（No.25). 

以上の所見は第9表のようである．
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第5代肺： 限局性に肺胞壁が軽く肥厚し（No・13),

気管支壁には単核球p 円形細胞の濠潤が相当強u、（:¥o. 

12 I.併し軽いものもあった（No・13).

第6代肺：肺胞壁の肥厚は限局性で軽度である

(No・16）.肝：一部の門脈経に結節性に単核球が認め

られる（No.15). 

第 7代肺：大きな気管支周囲に結節性に大ノj、の円

形細胞の集団があり I:-¥o. 19），軽い限局性の肺抱壁肥

厚がある（¥:o・20）.肝 ：実質に小壊死巣がある（No・19).

第8代肺： 気管支周囲に軽度の細胞君主i閏があり
(i¥io・22），これに接する実質に軽度の肺胞壁肥厚と細

胞法潤を認める．

第 9f-t 肺：肺周辺部に軽度の中隔肥厚を認めP¥o・
25），間質に細胞j参刊を認める． 肝：1旦管店l困に細胞

法潤がある（：＇＼o.25). 

以上の所見は略 マ知JO表のようである．

第5号第28巻日本外科宝函

第2節脂肪B重症例 ；II I 1f:以ての実験

実験成績

A 臨床所見

所見に乏しいe 体重も増加するのが多い．

B 組織所見

第l代肺・肺抱笠は極めて軽微に肥厚 している

がy肺門部に近い間質に単核球p 好酸球等の穆j闘があ

る（l¥o. 1 ）.肝：小業内に肝細胞の小壊死巣があり （No・

I)，また，担管周囲に単核球が僅に存在する（ミ0・2).

第2代肺：気管支周囲に好酸球や円形細胞の理主i閣

がある．

第3代肺：肺葉周辺部に単核球，円形細胞の結節
札i在fjj，］＞ある 1!¥o.8）.肝．星細胞僅に増殖唾大か 7
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肝

（脂肪腫症例IT)

I市

第IO表

号｜佳代｜番

＋ 

＋ 

＋ ‘i

ワ
u
q
d 総括及び考案

前章迄の実験成績を総fきすると，吉田肉腫例では初
め数代の聞は比較的変化に乏しいが， 6,7代頃から，

肺に於ける変化としてP 肺胞壁に中隔細胞が著しく増

殖し，それに伴って単核球及びリンパ球等の渉潤が認

められるようになり，肺胞睦も著明に狭小となる．そ

して時には閉鎖し充実イじする慌になら． また少数例で

I HI限Hi参‘：1~j を伴ってくる も のがあった．これらの変

化はピマン性に1.!.;ijiijllllに亘って発現するがp 一般には

肺葉周辺部の肋膜下に，より強く現れることが多い．

また惨j悶細胞はその境界が比，殴的明かな結節を作って

いる場合もあゐ．間質でl上気管支及び血管の周聞にy

間来性和II胞がJf'/'.11＇！.し単核球及びリンパ球等が集積して

いる．また漆If調細胞は時に気管支粘膜下に拡ってお

り，粘膜上皮のJ屋大役び創生を示すものがある．そし

て小血管笠には内皮細胞の増殖と肥厚を認めることが

ある．肝では~＂＼－ ft を通じて，間質特に担管周囲には単

核球やリンパ球が；会；悶し乃至は間柴性細胞が増殖した

りp 或は肝小業内に’.t貨の変性，小壊死巣p 星細胞の

。ι｝~ ， 増殖を認めp 11yにl士小結節状に集合しており，

また散在性に遊走細胞を認めることがある．而もこれ

らの肝の変化は，肺の所見と平行的に強〈現れるとは

限らずP 各代に散見されるのである．そして腎に於け

る所見は更に散発的でP 時に皮質内に単核球等の漆潤

を認めることがある．

このような吉田肉腫例に於ける所見はp エ－－Aリッ
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ヒ腹水癒例に於ても略々大同小異であって，エールリ

γ1::腹水癌では8代頃から急速に肺に症状を示して来

る．即ち肺胞壁及び間質に於ける問楽性細胞の増殖，

単核球p 円形細胞の惨潤，血管内皮の増殖等は吉田肉

腫例と略々同様であってp たゾエールリッヒ腹水癒例

では好酸球の出現をみることがなかった．肝に於ては

吉田肉連例以ょに，その所見は少なし全く散発的に

認められた．

人腫蕩例では，網状織細胞肉腫例に於て比核的早く

3, 4代頃から肺胞壁及び間質に夫々開業性細胞の増殖

と，単核球p リンパ球，好酸球等の漆；悶を，また時に

漏出性の出血を認めた．そして小血管墜に内皮細胞の

増殖及び壁の肥厚を認めた．更に骨細胞肉腫に於ても

6代日以後に於て略々連続的に肺胞11:u二十ll"i強い噌嫡

性炎症像とF 間質に於ける肉芽性の炎症像を認めた．

また更に精虫臆例に於ても， 3乃至6代に略々同様の

変化を.＇；2. .＞う，本例では間質に於ける炎症像よりも肺胞
壁に於けるそれの方が一般に強いことが多しまた相

当例に好酸球を認めたのである．肝に於ては上記3例

とも一般に変化は散発的で，僅に網状織細胞肉腫例に

軽度乍ら檎々多く認められたに過ぎない.JWち間質に

於ける細胞漆潤やj星細胞の地殖，肝細胞の後性等を

軽度に認めるのみであった．腎では時に皮質細尿管壁

やボーマン氏褒周囲に単核球の漆潤や間業性細胞の噌

殖を認めるものがあった．乳癌3例及び脂肪鹿2例に

於ては，いずれも肺の所見は 一般に間質特に気管支周

囲の細胞穆潤を認めるものが比較的多い．実質ではp

肺門（部に近い問itの周辺や，或は肺業周辺部のー小部
に限局して柿胞壁の肥厚を認める〉：，広範囲な強い胞

隔炎像やp 或はこれが各代に連続的に出現する傾向は

みられなかった．

一般にいってP モルモツトは肺にJ1),iゴ変を示しやす

く，軽度の肺胞壁肥厚やp 円形細胞穆潤は，市販の無

処置モルモツトにも時々認めることがあるものであ

る．この点を：1nをするならば，これ等の乳癌例や脂肪

腫例の荷見にp 特に意味をもたせることは危険であろ

う．併し乍ら，前記悪性腫疹3例（乳癒例を除く）で

は，明かに相当強い肺胞壁の増殖性炎像を認め，これ

に間質に於ける炎症が加っておると考えられる．即ち

各例に於て夫々多少の差異は認めるがp 本質的にはい

ずれも所謂胞隔性肺炎乃至は間質性肺炎に類似の所見

であってp 吉凹肉腫例やエールリッヒ腹水癌例の所見

に略々額似している．

所謂ウイルス性病変に就てはpRiversの“変性，壊死

及びt曽殖”を一次的となしPそれに続発して“炎症”が

現れるとする所説ボp 略々代表的なものと考えられる

が，肺については，インフルヱンザ等にみられる間質性

肺炎じ脳炎にみられる胞隔性肺炎が基本的なものと

考えられている.Straub，草野等はpインフルヱンザ感

染マウスによる実験に於て3気管支上皮の変性壊死し

更に周囲の間質に病変の拡がる急性間質性肺炎を認め

ているが，McCordock and Muckenfuss, Parker等

は人体に於けるインフルエンザでも略々同様の所見を

認めた．胞隔性肺炎は[J1:;1 ；~；流行’阻脳炎剖検例から提

唱したものでP肺胞壁の肥厚が著しくてP結合繊細胞及

び線維がJ曽殖しP 乃－i~ I 土毛細管が腫大，増殖するのが

みられるという．浜崎等は吉岡肉腫， Brown-Pearce 

氏種協，室長鶏肉h重y エールリ yヒ癌等の腫場組織をモ

ルモツト或はマウス等の脳内を通過させて，前述の胞

隔性肺炎或は間質性肺炎に類似の所見を得ている．そ

して私の追試及び2,3の人悪性睡場を以ての実験結果

に於ても，略々同様の所見が認められた．なお大島は

家鶏肉腫に就て，肉J屋家鶏及び経気道感染家鶏で而も

腫疹の形成をみない肺に於ても，しばしば胞隔性肺炎

類似の病変を認めている．

これらの成紡を得た腫院が，全てインベヂン現象陽

性である事実は，緒言で述べたように真に興味をひく

ことである．

結 三五
ロ臼

1) 吉田肉腫の腹水及びエールリッヒ腹水癌の腹水

をモルモツトの脳を通過させることによってP 肺に増

殖性胞隔性炎及び間質炎を来すことを認めたメ，これ

は浜崎等の成績と略々一致する．

2) w:に数回の人腫湯例に就き同様にモルモツトの
脳を通過させての結果では，網状織細胞肉腫p 骨細胞

肉1重，精虫腫の3種類では略々 1)に於けると類似の

肺所見を認めた．これ等はいずれもインペヂン陽性の

腫湯である．

『 3) インベヂン陰性の人乳癌3例，脂肪腫2例での

肺所見はp 散発的であってp 而も間質の細胞漆j閣が比

較的多くみられたのみである．
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腫疹組織乳剤のモルモット脳通過時の反応に就て 1881 

ー－第1図 吉田肉腫腹水（900×）

第3図 No.35 （第12代）肝（200x) 

肝細胞の小壊死巣とそれに援する間質に

細胞溶潤を認める．

第5図 No・26（第9代）肺（100 x) 

中隔細胞の増殖と細胞漆潤により肺胞腔

は一部を残し消失に近い．血管内皮細胞

が増殖している．

第2図＇＼； o・25（第9代）肺 （200x) 

大単核球，円形細胞等の穆潤と中隔細胞

の増殖により肺胞腔は消失している．

第4図 エールリッヒ/J具水焔岐ノλ l900x) 

第6図 No.26 （第9代）肺（400x) 

前図，肺実質音！l
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第7図 No.26 （第9代）肝（200×）

間質に大単核球や円形細胞の濠潤がある．

第9図 ＇－：o.J 9 ( .\:j＇~ 7 f ¥;J』di ( 100《 j
間業性細胞の地司自と少数の好酸球を合む

細胞濠潤によって肺胞腔は狭小となって

第11図 ＼u. 6 （浴己fUIJ「はOUA) 
間質に単核球濠1闘がありp これに援する
肝細胞が刻性に陥り，星細胞が粉ケ増殖
してし、る

第8図網状織細胞肉腫（200x) 

第10図 ：－.：o.30 ~第10代J H市＼200x) 
ピマン性に肺胞壁の肥厚を認める．

第12図 No・16（第6代）肝（200x) 

間質に ！j~·ける t}j.核球p 円形細胞の穆潤．



腫蕩組織乳剤のモルモット脳通過時の反応に就て 1883 

第13図骨細胞肉撞（200x) 

第15図 No・22（第8代）姉（100x) 

間質周囲の細胞濠7習が強い．肺胞腔は著し

く狭小となっている．

第17図 No.7 （第3代）肺（100x) 

中隔細胞の増殖と少数の好酸球を含む遊

走細胞の法潤がある．又境界明かな結節

性の細胞主主j閏がある．

第14図 No.16 （第6代）肺（100x) 

中隔細胞の増殖や細胞濠潤によって肺胞壁

は肥厚している．細気管支p 小血管壁をと

りかこんで単核球p リンパの拳潤がある．

日昼唱....~唱··－－・，..アa

第16図精虫腫（400 x) 

第四図 No.13 （第51¥;I肺（100x) 

肺胞腔は全く消失p 充実化している．
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第19図 No.19 （第7代）肝 (100x) 

小業内に単核球主主j閏と肝細胞の変性があ

りp 星細胞が腫大増殖している．

第21図乳痕症例I (200 x) 

第23図 No・22（第B代）肺 (100×）

肺葉周辺部に限局性に相当強い肺胞笠の

肥厚があり p 単核球が惨潤している．血

管周囲も細胞拳潤がとりまいている．

第20図 No・7 （第3代）腎（200x) 

細尿管壁に単核球の主義潤と開業性細胞の

増殖がある．

第22図 No.16 （第6代）肺〔JOO×j

第24図 l¥'n.23 （第8代）肝（200×）

肝細胞の変性p 類壊死巣ありp 附近に星

細胞が梢々腫大3 増殖しで、る．
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第25図乳癌症例E (200 x) 

第29図 No・16（第6代）肺 (100x) 

血管周囲の細胞惨潤と軽度の間楽性細胞

増殖．

第26図 No.8 （第3代） 肺（JOOx) 

ピマン性に軽度の肺胞壁肥厚がある．

第30図 i'¥o・4 ~第 2 代j 肝 ~200 x) 

星細胞の増殖と好酸球，単核球等のI創刊．

肝細胞は変性を示している．

1885 
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第31図 脂肪腫症例I (100×） 

2部品図 :¥o. 16 、；~ of ~ ； i;i ， ~uu ハ J

間質の軽い細胞惨潤．

第35図 No. I与（第昌代）肺 ( 100 x) 

第32図 No.25 （第 9 代）肺~ (100×） 

＜一．、

気管支壁及び周囲に好酸球，単核球等の濠i閏
がある．気管支上皮細胞は梢々腫大している．
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第34図 版)j}jij卓位c;.rn1)00"; 

第36図 No.16 （第6代） 肺（100×）


